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　　　A－18　ブクマンジエ,(?)レオロジ―　　１　加熱方漓の瀦討

　　　　　　共立女大,求政　°高鴉節子　某･トク　お岑の水,女大　　　厖場ff禅

　目的　トウモロコシ澱肴£用い丿〉7 マンジエiり溥合　同一雄戌の材舛ざi 加

黙のす方によタ全く夙り≒食味になhい

ムジエいれため・加黎方殲＆とうL、澱粉ｸ勺レの物性と食味との結がうさき贋紆す

るた乃爽験iiい‰

　方法　試料ぽす一乳収)c町対しトク1ロコシ澱粉7 φ.砂瀦タ価i:レ加熱方識は無

灯　中火　弱火ご帰弟,の弗種,ヒレに潮淀はアＳロダフフによ<j 糊化粘性に瓦ぼす加

熱爆度や熱時澗り影響き瀦討　また麺漿母かi) 加芦温夏と老化麦き調べた。アタス

ナユアの測定はカードバータ- . レオロメーア-I-よソ行いヽ官僚アスり心■) 鱒

兪粁伊と行いh . またグルコアミラーぜき用ﾚり酷系消化法･こよノメ化麦リり走&

行なっ択。

　外呆　山試料調徽時の最高湿かよμ火■ ヂ火/ま;rc，励火タパ。湯fl だ't fあり

。(2即熱湿%i ＼よあい聾，また同一浪力で■■し駈既に加机と行７う程　玲即時の刄λに

あ< なり。　ごりこIs＼まfクスナユア⑦刺定結愚とよヽ･一枚西万ヽしu. 田離気骨･ふ加無

蓋忽ヅか'耳多く騎･リに以Vりこおいz番い,ぺ巾ぐ杞λ'の冽定がいよ加齢渥友十よ
Ｏ

為違え'f-It.I 7 ヵり更/-- 2 ～3分問加鮮潮化すぶことトよソ勅埋性のあ‥臨切れりよ

いボデうダ得φれμ。湯煎. ■潟火どは加馳湿かが涵‥れろ珊力*'■方<,　-＼' たフタが'ひ

ど■< 孝咄とそこね　即肺方広と＼ Z刄まiく%' へ

　　　A－I9　フ｀'ラマンジエ- のレオロジー　　1　7リログ"7 ^ ･り*よ|吋や乳の影響

　　　　　　共え々大衣政　o高鴻節子　　お茶の水そ尺　　篭吟博保

　目的　グラマンジエの材料か　牛乳は邱悼ざぶり■? 右九澱粉の糊化およびrルに

およば丿彩饗は大'i' 2>-･し(ｱ･き孝t h れふ，^ツモ･コシ海粉ヽ馬糞薯澱粉Ｄ

ミロク）ア･こよ５糊化粘λ a)測定，t才ロメーターノこよるTーグスナユアの冽えヵり十

虻添沸aの影響り

ていい｀，カゼイシおよ（脂肪添加片つ"･Z北鞍諦;打に

　方汰　試料は牛乳剱Cり対I とクモロロタ澱斡ばア仇馬鈴薯澱夥/ま^ '/'きレフ

タロダブフ･よ者゛こ力づ加il. ﾀ^'c 7 /β分問却芦使ヽ倅ヤzs'cまzツ新古曲線/リノ比

無した．7ツスチュア/よ跨料作裂機宜漢ﾄﾆｰ走時周放置しz渕A^した. カt'イ>･ 添加

め影響It す乳の代リこカゼイン／，　3
■　匹　7

§庚濠加にっ‥7 ,ま八脂肪}$■■nv 7）よ

ダフラV ・サラダ油とラード'と用＼A ，／.2. 匹ア. /I '/'r-フ‥リ食討した.

　邸釆，(I)卸体かドあよirすりい御恥よ馬鈴薯澱粉にいリ着し< . 朝化叶の粘

加よ低下に粘か曲塊はフラッドV ') .馬鈴瀋澱粉I-特有な壽方曲線町われV <

゛■;）ft．h ツ=tロコシ澱粉ｉ･ If糊it時z' iCB.i/.の埓加　玲岬が゛い｀^・'如.今増加をif･ Ｌ た

が'. 粘え曲線は水･り場合k大東れヽ. 倒漆加物の彩響色馬鈴薯澱粉にっヽ’^ It.所，

カゼツｙ添加Z" It 倉激V粘ふ但Tヵヽ'叉められ／'I"}

夕戸湊靭I Iまぞ乳＆似た姑ぶヽ貳線ぎ丞いh .脂肪胤加7 It最島粘え- Iな'-,z則l iA卜最

高粘友り示す漢心こぶ'乙あ渥側'-- iμいT- が，粘名曲疎/よ凍漆μりi 6 なレヽ，しり.'

いう午鋭添おげよりM)鈴薯澱幼の粘咆下li 十乳中り簾白質によ３いりと思肋れ. 5.


